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令和２年７月豪雨における被害状況等 

令和２年７月８日14時00分現在 

全国知事会調査第二部 

 

１ 災害の概要 

気象庁は、７月４日に九州地方の２県（熊本県、鹿児島県）、６日に３県（福岡県、佐賀県、

長崎県）に対して大雨特別警報を発表。さらに、８日には中部地方の２県（岐阜県、長野県）

に対して大雨特別警報を発表した。 

これまでに経験したことのないような記録的な大雨となっている所があり、何らかの災害が

すでに発生している可能性が高く、警戒レベル５に相当する状況。 

 

２ 主な被害の状況（消防庁速報：７月８日６時00分） 

○ 人的被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 孤立状況 熊本県2,447世帯（その他調査中あり） 
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○ 物的被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 長崎県内で床上床下浸水あり（調査中） 

※ 熊本県内で浸水被害多数 

 

３ 全国知事会の対応状況等 

７月４日（土）４時50分に、令和２年７月豪雨（仮称）に対応するため事務総長を本部長

とする「災害対策都道府県連絡本部」を設置。 
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４ 災害発生情報、避難指示（緊急）及び避難勧告発令状況（７月８日５時30分現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の対応（予定） 

全国知事会は、令和２年７月豪雨（仮称）緊急広域災害対策本部において、消防庁や内閣

府防災及び各都道府県等を通じて情報収集にあたります。 


